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例 言

1.本 書は、1994(平 成6)年 度に国、県の補助金を得て津和野町教育委員会が実施 した埋蔵

文化財分布調査の報告書である。
かのあし つ わ の たかみね たか た

2.調 査 を実施 した場所は、島根県鹿足郡津和野町大字高峯地内、通称高田地区である。調査地点

及び小字名は第1表(P29)に 示 した。
たか た な

3.調 査 を実施 した遺跡 は、高田遺跡 である。

4.調 査 にあたって は、下記の方 々にご指導いただいk6

広 島県立美術館 主任学芸員 村上 勇 氏

山口市教育委員会 古賀 信幸 氏

島根県教育庁文化財課 今 岡 一三 氏

5.本 書 に用い た方位 は、第1・2図 は真北、 第3図 は高田地区座標北、その他では磁北 を示す。

6.本 書 中に用いた記号TPは 、 テス トピッ ト(試 掘坑)の 略号 である。

7.テ ス トピッ ト実測図のスケールは第4・18・23図 は1/40、 その他 では1/60で ある。

遺物実測図のスケールは木製 品では1/3～1/8、 その他 の遺物 では1/3と した。

8.写 真 図版 中の遺物番号 は、遺物実測図の遺物番号 に対応 する。

9.調 査 に伴 う記録類及 び出土遺物は、津和野 町教育委員会 で保管 してい る。

10.調 査の体制は、下記 の とお りであ る。
く

調査主体 山根津知夫(津 和野町教育委員会 教育長)

事務局 竹下 宣孝(〃 教育次長)

広石 修(〃 文化係長)

山本 博之(〃 文化係)

調査員 宮田 健:一(〃 〃)

永田 茂美(〃 嘱 託)

調査補助員 堀 早苗

外作業員 三浦久男、三浦芳枝、倉益増衛、倉益清子、三浦千鶴子、三浦源太郎、三浦 トヨ子、

倉益愛子、三宅晴子、三浦リヨ子、三宅弘子、下森寿美子、安本和子、倉増信男、

野村好江、舛成義一、舛成米子、羽山尋、河野八重子、河野武男、河野実、

三宅キク、河野福江、河野里五郎、堀 トミル、長嶺三千子、石井信義、石井紀美恵

内作業員 兼子和恵、河野美登里、青木光恵

調査協力者 鹿足郡津和野町土地改良区、,岩崎仁志、西尾克己、守岡正司

嶋村公利、熊崎啓二、有徳克彦、民谷研吾(山 口大学学生)

野村満、下森忠夫、羽山尋、野村誠、倉益増衛、倉益隆義、三宅キク、堀亀善、

三浦芳一、舛成義一、三浦礼駒、河野静男、河野昇、一河野智司、三浦源太郎、

三浦一郎、安本要、落合健夫、倉増信男、三浦健志、河野武男、青木圏次郎

(以上、土地所有者)

ご協力いただいた方々にはこの場を借 りて厚 くお礼申し上げます。(敬称略、順不同)

11.本 書は永田の協力のもと、宮田が編集にあたった。



調査に至る経緯

津和野町周辺における埋蔵文化財は、津和野高等学校元教諭で郷土部顧問の故岩谷建三氏によっ

て1954(昭 和29)年 頃より確認されは じめていた。高田遺跡のある高田地区で も1964

(昭和39)年 に石鎌、土師器、須恵器が採集され、遺跡が存在 していることが明らか となった。

当初は天皇原遺跡、鴻寄遺跡 と呼ばれれていたが、その後これらの遺跡を一連のものとすることが

妥当と考えられたため、高田遺跡 と一括 して呼称されるに至った・

ところで、津和野町内では1977(昭 和52)年 度以来、町内各所でほ場整備事業が実施され

てきた。高田地区においても団体営ほ場整備事業計画が策定され、事業主体者であ る鹿足郡津和野

町土地改良区 と津和野町教育委員

会は、埋蔵文化財の取 り扱いにつ

いて協議を重ねてきた。早急に事

業計画地内の埋蔵文化財の分布状

況を把握 し、保存についての措置

を講 じる必要から、1988(昭

和63)年 に島根大学考古学研究

室の協力を得て踏査 を実施 した。

その結果、広範囲にわたって土師

器、須恵器、瓦質土器、近世陶磁

器などの散布が確認され、さらに

遺跡の遺存状況を確認するための

分布(試 掘)調 査 を実施する必要

が生 じた。そこで、1989(平

成元)年 度より埋蔵文化財担当職

員を配置 し、今年度まで計4次 に

わたる分布調査を実施 してきた。

今年度の調査 も津和野町教育委員

会の直営事業 として、国 ・県の補

助金 を得て実施 した。 第1図 高 田地区 にお ける分布調査の状況(1/10,000)
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皿.位 置 と歴史的環境

津和野町は島根県西端部、鹿足郡にある山陰屈指の観光地である。青野火山群の活動によって形

成された青野山、野坂山、雲井峯などに囲まれた狭長な盆地が生活の舞台 となって きた。

現在のところ津和野の歴史は縄文時代早期にまで遡 り、高田遺跡(第2図1)、 山崎遺跡(同 図

15)か らは押型文土器が出土 している。また、高田遺跡からは中期の阿高式、後期中頃の鐘崎式

土器がまとまって発見 され、対岸の大蔭遺跡(同 図3)か らは後期後半の西平式土器が採集される

など、当時 この地域が九州地方の情報の及ぶ範囲であったことが窺える。

弥生時代後期後半か ら古:墳時代前期 にかけて集落が営 まれていたことが高田遺跡で確認され、在

地の土器群に混 じって吉備地方から運ばれてきた外来の土器が発見されている。町内の古:墳は、津

和野川最上流の木部地区において鍛冶原古墳群が確認 されているのみである。

高田遺跡からは奈良 ・平安時代の緑粕陶器、皇朝十二銭の一つ承和昌寳(836年 初鋳)、大量

の土師器、須恵器が発見されてお り、当時石見国鹿足郡能濃郷(元 美濃郡鹿足郷)と 呼ばれていた

この地域の重要な拠点が高田地区にあったものと思われる。

中世津和野の領主吉見氏は、弘安5(1282)年 に元冠再防備のため能登国から津和野北部の

木部地区に入 り、その後14C代 に津和野城を構えたと伝えられている。文献では吉見氏入部以前の

記録はほとんど残されていないが、 これまでの高田遺跡の発掘調査では12・13C代 の貿易陶磁器

が出土 してお り、吉見氏入部以前に津和野地方にも有力者が存在 していたことが考古学的証拠によ

って明らかとなりつつある。また高田遺跡の別の調査区では、15・16C代 の掘立柱建物跡、地鎮

祭遺構、木棺墓などが検出され、土師質土器、瓦質の鍋 ・揺鉢などの日常雑器とともに多i数の輸入

陶磁器も発見 されている。高田遺跡周辺 には、吉見氏入部以前に勧請された可能性 もある鷲原八幡

宮(同 図10)な どの寺社、伝吉見民部の墓(同 図9)、 伝アオ様の墓などの中世石塔、天文23

(1554)年 陶晴賢軍が津和野城を包囲した際の陣城あるいは津和野城の支城が周囲に取 り巻い

ているなど、中世の名残が散在 している。また、高田地区には土井ノ内、本門、惣門、裏門、的場

などの字名がみられ吉見氏の有力家臣団の屋敷地の存在が推定されてきた。 ところで、中世の津和

野城の大手口は近世以降とは反対側(西 側)の 喜時雨地区にあったと伝えられ、吉見氏の居館 も同

地に存在 していたとするのが通説である。高田遺跡は、喜時雨地区から見て津和野川を隔てた対岸

に位置することか らも、吉見氏に関係 した有力武士団の本拠地の一角であった可能性が高い。

関ヶ原の役後、吉見氏は毛利氏に伴い萩に移るが、その後、坂崎出羽守の16年 間の治領 となり、

津和野城の大改築 ・城下町整備など現在の津和野の景観の基礎 となる大事業が行われた。その後、

亀井氏11代225年 間の治世を経て明治維新を迎えることとなる。
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1.高田遺跡2.喜 時雨遺跡3.大 蔭遺跡4.中 座遺跡群5.津 和 野城跡

6.要害山7.中 荒城跡8.茶 臼山城跡9.伝 吉見民部墓(宝 筐印塔)

10.鷲原八幡宮11.陶 晴賢本陣跡12横 瀬遺跡13.田 平 の至徳3年 銘宝筐印塔

14.西中組遺跡15.山 崎遺跡16森 遺跡17.丸 山遺跡18.山 根遺跡

19.伝吉見正頼夫人墓(宝 筐印塔:)20.伝 吉見頼行墓(宝 筐印塔)21.日 浦遺跡

第2図 高田遺跡 の位置 と周辺の遺跡分布図(1/50,000)
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皿.調 査 の方法 と経過

今後予想 され る、 ほ場整備の計画範 囲を対象 に して合計65ヶ 所の テス トピッ ト(試 掘坑)を 設

定 した。後の ほ場整備 の際 の切 り盛 りを考慮 して、切 り土部分 の埋蔵文化財の遺 存状況の確認 に重

点を置 きなが ら、対象地全域の埋蔵文化財の分布状 況の把握 に努め た。一つのテス トピ ッ トは4㎡

(2×2m)を 基 本 とし、遺構面 または地山面 に達す る まで掘 り下げ、場合 によって はサ ブ トレン

チ(補 助試掘坑)を 設定 し地山の確認 をお こなった。遺構 につ いては確認調査 とい う性 格上、完掘

していない もの もある。遺物 は、仮 に機械的 な層位 で取 り上 げ、後で土層 と概 ね対 比で きるように

した。調査 地点 の公共座標への取 り付 けについては、次年度以降 に本調査 が実施 される予 定であ る

ことか ら今 回はお こなっていない。現地調査 はTP1～23の 範囲 を1994(平 成6)年7月1

1日 ～9月6日 、TP24～65の 範囲 については1994(平 成6)年11月21日 ～1995

(平成7)年1月20日 にお こなった。

なお、TP1～23の 範 囲については、今回の調査後、 ほ場整備事業主体者で ある鹿足郡津和野

町土地改良 区 と協議 をおこない、TP1周 辺 の遺跡 につい ては盛 り土保存、TP16周 辺 の遺跡 に

ついては遺構面 まで破壊が及ばないこ とを確 認 し、1994年 度中に、 ほ場整備が実施 され た。

IV.調 査 の概 要

TP1は 、 「本 門」 の屋号 で呼ばれてい る家の前 に設定 した。第4～7層 に木製 遺物 を包含 して

お り、少 な くとも上層 ・下層の2遺 構面 に分 け られ る。上層 遺構 は、第4層 付近 で検 出 した杭 列で

ある(図 版1上)。 下層遺構は第7層 中で検 出 した溜桝状遺構 である(図 版1中)。 溜桝状遺構 は、

縦方 向に並べ られ た小 さな板材 の上 に横 方向の雑木 を置 き、 さらに縦方向に小 さな板材 をのせ る構

造 をしてお り、西方 向か らの水 の流れ を意識 したものである。屋号 「本 門」 の家の南側 には涌水 の

のある池が現在 も残 ってい ることか ら、当時 か らこの涌水 を{に 利用 してい た とも考 え られ る。

1は 溜桝状 遺構 に使 われていた板材のひ とつで、紐がかけ られていた痕跡 のある穴 が開け られてい

た。2は 端部 に面取 りのあ るもの、3・4は 針葉樹材 の杭、5～7は 広葉樹材の杭 であ る。8～2

8は 須恵器で ある。8～14は 圷の蓋 、15～18は 」不の身である。16・17は 胎 土 ・焼 成 ・色

調 とも酷似 し、同一個体 と考 えられる・19～22は 体部下半 に稜 を持つ もので・金属 器 を模倣 し

た器形であ ろう。23・24は 回転糸切 り痕がある底部であ る。25・26は 壷で ある。26は 第

7層 よ り出土 し、石 に寄 り掛か った状態で ほぼ完全 な形で発見 された。27は 器形不 明。28は 高

杯の」不部であ る。29～32は 土 師器で ある。29は 赤色顔 料の残 った蓋端部、30・31は 甕、

32は 布 目の圧痕 が見 られる製塩土器片である。33は 中世瓦質土器の揺鉢、34・35は 瓦質土
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第3図 試掘調査区配置図(1/2,500)
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器の鍋 口縁部であ る。36は いわゆる東播系 こね鉢で片口部分 の一部が残 る。37は 青灰 色の焼 き

をした備前焼の甕底部で、内面には叩 きの跡があ る。38～41は 貿易陶磁 器で、38・39は 白

磁、40は 鏑蓮弁文のあ る13C後 半の青磁、41は16C代 の染め付 け磁 器であ る。42は 木瓜

形 を した刀のつばであ る。43～45は 石器である。43は 磨製石斧 、45は 裏面 が剥離 している

が、一辺 ににぶい刃があ ることか ら石包丁の一部 の可能性が考 えられる。
たてみち

TP2はTP1の 北側、ほぼ同じ高さに設定 した。古 くからある 「立道」の側であることか ら、

遺跡の存在が予想 されたが、調査のかぎりでは遺構はなかった。遺物は近世以降の陶磁器が主に出

土 した。46は 床土上半 までのところで出土した:同安窯系青磁片で13C前 半の もLのである。

TP3はTP2の 東側下方に設定 した。床土下面で時期不明の柱穴状遺構を1穴 検出した。遺物

は近世以降の陶磁器が主に出土 した。

1.耕 作土

2.床 土

3.淡 茶色砂礫

4.灰 褐色粘質土

(下面に砂礫あ り)

5.灰 色砂

6.暗 灰褐色土

(調杢区北半で砂礫多 く

南半では砂礫少ない)

7.黒 灰色粘質土

8.青 灰色砂礫

第4図TP1(1/40)
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第5図TP1出 土 遺 物.(1・2=1/4,3～7=1/6)
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TP4は 立道 と永谷川 の間に設定 した。試掘坑北 隅の第6層 下面 にて焼土 ・炭 を確認 したが 、遺

構 は発見 していない。第5・6層 か ら中世前半 を中心 とす る遺物が出土 した。48・49・52が

第5層 付近、47・50・51が 第6層 付近 より出土 した。47～51は 土 師質 土器圷、52は 土

師質の鉢 である。

第6図TP1出 土遺 物(1/3)
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TP5は177m付 近の田に設定 した・最近のものと思われる土坑が発見 されたのみで遺構はな

い。遺物 は近世以 降の陶磁器が 主に出土 してお り、耕作土 中か らは中世 の青磁小片 が1点 出土 した。

TP6はTP3とTP5の 中間付近 に設 定 した。床土下 面で時期不 明の柱穴状遺構 を5穴 検 出 し

た。遺物 は近世以 降の陶磁器が主 に出土 した。

TP7はTP5の 東下方 に設定 した。遺構 は発見 していない。床土上半 までのと ころで53～5

5、 排土 中よ り56が 出土 した。53～55は 白磁 、56は 青磁 である。

第7図TP1出 土 遺物(1/3)
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第8図TP2出 土遺物(1/3)

1.耕 作土
2.床 土

3.旧 耕作土
4.旧 床土

5.茶 褐色土
6.暗 茶褐色土

7.黄 褐色砂礫
8.黄 褐色砂質土

第9図TP4(1/60)

第10図TP4出 土遺 物(1/3)

1.耕 作 土

2.床 土

3.1日 耕:イ乍土

4.旧 床 土

5.茶 灰 色 粘 質土

6.榿 茶灰 色粘 質 土

7.青 灰 色 粘土

第11図TP7(1/60)
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TP8はTP7の 南東側下

方に設定 した。耕作土以下、

茶灰色土、青灰色粘質土 と続

き、涌水が激 しかった。地下

からは時折ガス も湧いてい
'た
。遺構はな く、遺物は近世

以降の陶磁器が少量出土 した

のみである。

TP9は 、立道の北側、T

P7と 同じ高 さ付近の田に設

定した。遺構は発見 していな

い。遺物は近世以降の陶磁器

が主に出土 した。

TPlOは 永谷川の北側の

田に設定 した。床土以下は、

茶褐色土、黄茶色土の厚い堆

積が続 く。遺構 はない。遺物

は近世以降の陶磁器が主に出

土 してお り、床土から57が

出土 した。57は 須恵器の圷

身である。

TP11はTP10の 北側、

ほぼ同じ高さあた りに設定 し

た。遺構は発見 していない。

遺物は近世以降の陶磁器が主

に出土 した。

TPl2はTP10の 東側

下方に設定 した。第5層 茶褐

色砂礫層のくぼみを断面で観

察 したのみで、遺構は発見 し

ていない。遺物は近世以降の



陶磁器が主 に出土 した。

T:P13はTP11

の北東側下方 に設定 し

た。遺構 は発 見 してい

ない。遺物 は近世以降

の陶磁器が主 に出土 し

た。

TP14は 永谷川 の

北側、TP12の 東側

下方に設定 した。床土

以下、茶褐色土、砂礫

層、黄茶褐色土 とな り、

遺構 は発見 していない。

遺物は近世以 降の陶磁

器が主 に出土 した。

TPI5はTP13

の東側下方 に設定 した。

第5層 下面 に うっす ら

と焼土 らしきもの を確

認 したが、遺構 は発見

してい ない。第5層 暗

茶褐色土 を中心 に平安

時代頃の遺物 が出土 し

た。第2層 までの とこ

ろで58、 第5層 付近

で59～63が 出土 し

た。58は 須恵器 の高

圷、59は 内面ケズ リ

調整の弥生土 器 ら しき

もの、60～63は 土

師質の杯:であ る。

第12図TP7出 土 遺物(1/3)

第13図TP10出 土 遺物(1/3)

1.耕 作土

2.床 土

3.茶 灰色土

4.茶 褐色砂礫

5.暗 茶褐色土

6.茶 褐色砂礫(涌 水あり)

第14図TP15(1/60)

第15図TP15出 土遺 物(1/3)
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TPl6は 立道 と永谷川の問 に設定 した。炭 を含 んだ第6層 下面 で柱穴状遺構 を発 見 した。調査

のか ぎりで は、埋 め土 は第6層 の単一層 であった。第3層 付近 よ り67、 第5層 付 近 よ り64・6

5・68、 第6層 付 近 よ り66が 出土 した。64は 須恵 器蓋 で内外面 ミガキ調整。65は 須 恵器圷

身。66～68は 瓦質土器で、66は 揺 り鉢体部、67は 火鉢 の口縁部、s8は 鍋 の足付 け根 部分

である。 この ほか に も図化不 可能な中世 の貿易陶磁器片 、備前焼片 も出土 してい る。

TPl7はTP1とTP2の 中間付近 の西上方の田に設定 した。第3～4層 にか けて杭5本 を発

見 した。出土遺物が少 ないため杭 の詳細 な時期 は不明であるが、TP1で 検 出 した上層 あるいは下

第16図TP16(1/60)

1.耕 作土

2.床 土

3.旧 耕作土

4.茶 褐色土

5.淡 茶褐色土

6.暗 茶褐色土

(炭を含む)

7.茶 褐色砂礫

層遺構に対応している可

能性 もあ り注意が必要で

ある。

TPI8はTP12と

永谷川の問に設定 した。

床土以下、砂礫層が続 き

遺構は発見 していない。

遺物は近世以降の陶磁器

が主に出土 した。

TP19はTP11の

北東側下方に設定 した。

床土以下、暗茶褐色土、

黄茶色土 となり、遺構は

発見していない。遺物は

近世以降の陶磁器が主に

出土 した。

TP20は 立道 と永谷

川の問に設定 した。古 く

からある立道の側である

ことから、遺跡の存在が

予想されたが、TP2と

同様に調査のかぎりでは

遺構はなかった。遺物は

第17図TP16出 土遺 物(1/3)
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近世以降の陶磁 器が主 に

出土 した。

TP21はTP4の 東

側 下方 、永谷川 に近い場

所 に設定 した。地表下約

1.3mま で発掘 したが

遺構 は発 見 してい ない。

遺物 は近世以降の陶磁器

が主 に出土 した。

TP22はTP5と 同

じ田 の南 西 側 に設 定 し

た。床土上面で浅 い柱穴

状遺構 を3穴 発見 した。

遺構 その もの も浅 く、検

出面 も浅いため、詳細 な

時期 は明 らかでない。T

P22か らは69土 師質

土器皿、70瓦 質土器揺

り鉢片、71白 磁 、72

・73青 磁 とともに、弥

生土器 と思 われ る内面ハ

ケ調整 の土器片 も出土 し

た。73は 同安窯系の皿

で13c前 半 の ものであ

る。

TP23はTP1の す

ぐ西側上方 の田に設定 し

た。TP1で 木製遺物包

含層が発 見 されていたた

め、その広が りを確認す

るこ とを目的 としたが、

ロ ロ

1.耕 作土

2.茶 褐色砂礫混 じり土

3.暗 茶褐色土

4.黄 茶色土

第18図TP17(1/40)

1.耕 作土

2.床 土

3.茶 褐色 土

4.青 灰色 粘質土

を

第19図TP22(1/60)

第20図TP22出 土 遺物(1/3)
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第21図TP23出 土遺 物(1/3)

第22図TP25出 土遺 物(1/3)

1.耕 作土

2.灰 褐色土

3.暗 灰褐色砂礫混 じり土

4.暗 灰褐色土

5.暗 灰色砂礫混じり粘質土

6.暗 灰色砂質土

7.暗 灰色粘質土

第23図TP27(1/40)
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調査 の結果TP23ま で は木製

遺物包含層 は広が ってい ない も

の と考 え られ た。TP23か ら

は74瓦 質土器鍋 、75・76

青磁 のほかに、古;墳時代 前期 頃

の土 師器片 も出土 している。

TP24は184.50m付

近 の畑地 に設定 した。遺構 は発

見 していない。遺物 は近世以 降

の陶磁器が主 に出土 した。

TP25は 字 「裏 門」 の張 り

出 し部分の東側 直下、177.

40m付 近の荒れ地に設定 した。

床土以下、暗灰 褐色土、暗黄褐

色砂礫 となる。現地表下約0.

8mま で もところで は遺構 は発

見で きなかったが、 中世期 の遺

構 はさらに深 い位置 に遺存 して

い る可能性 もあ り、今 後 とも注'

意の必 要な ところであろ う。遺

物は77瓦 質土器鍋 、78青 磁

などが出土 して いる。

TP26は175.80m付

近の荒れ地 に設定 した。北東方

向か らの段状の地形が終 わった

裾部 にあたる。遺構 は発見 して

いない。遺物は須恵器片、土師

器片 のほか近世以降の陶磁 器が

主に出土 した。

TP27はTP26の 南 西方

向、一段高 くな った田 に設定 し



た。第5層 下面 ～第7層 にか

け て木 製 遺 物 が 遺 存 して い

た。第2層 付近 か ら83・8

4・86・87、 第4層 まで

の ところ で80～82・8

5、 第6層 付 近で79が 出土

した。79～83は 須 恵器、

84・85は 白磁、86・8

7は 青磁、88は 板材 である。

TP28はTP27の 西方

向 にやや高 くなった田に設定

した。第4・5層 境付近 より

自然木 が出土 した。92・9

4・96・98は 第3層 下半

～第4層 付近 か ら、91・1

03は 第4層 付 近か ら、95

・99・101は 第4層 下半

～第5層 付 近か ら、90・9

3・97・100●1021ま

第5層 か ら、89は 排土 中か

ら出土 した ものである。89

～94は 須恵器、95は 土師

質土器 、96は 瓦質土器、9

7は 内外面 に紬薬 のかかった

灰 粕 陶 器 の可 能 性 の あ る も 第24図TP27出 土 遺 物(79～87=1/3,88=1/8)

の、98～100は 白磁 、101は 越州窯系青磁 、102は 龍泉窯系青磁 、103は 黒色漆の残 る

漆器片である。 このほかに中世の褐紬陶器 の破片 も出土 してい る。

TP29はTP26と 同 じ荒れ地の北 東側 に設定 した。砂 礫層 まで発掘 したが、遺構 は発見 して

いない。遺物 は須恵器 ・土師器が多 く出土 した。第3層 暗灰色粘質土上部 よ り110・ll6●1

18、 中部 よ り104・105・107・109・111・ll3・115・117、 下部 より1

-15一



1.耕 作土

2.淡 灰褐色土

3.灰 褐色土

(砂礫多 く含む)

4.暗 灰褐色土

5.暗 褐色土

(下半に砂礫 を多 く含む)

6.青 灰色粘土

第25図TP28(1/60)

第26図TP28出 土遺 物(1/3)
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06.108.112.1

14が 出土 した。104～

116は 須 恵器、117は

土 師器甕、118は 土 師質

土器片 であ る。 この ほかに

重 さ6659の 椀形 の鉄津

も1点 出土 した。

TP30はTP29の 西

方 向、一段 高 くなった田に

設定 した。地 山上で柱 穴状

遺構1穴 を検 出 し、遺物の

出土状況か らは奈良～平安

期 の もの と思 われる。第2

層灰褐色土 までの ところで

125が 出土 し、第3層 灰

褐色土付近 より119～1

21・126、 第4層 灰褐

色粘質土～第5層 暗灰褐色

粘質土付近 よ り124、 第

5層 ～第6層 灰褐色土付近

よ り122・123が 出土

した。119～124は 須

恵器、125は 瓦質土器鍋

の足 、126は 鉛製の鉄砲

玉である。鉄砲 玉には、発

射痕 と思わ れる小 さな面 が

残 されてい る。なお、図示

で きなかっ たが 、第3層 付

近 より白磁 小片 も出土 して

いる。

TP31はTP30の 北



西方向にやや高 くなった田に設定した。地山上面で、か まどの可能性のある石組み をもつ大型の遺

構 を検出した。部分的な発掘 にとどめたため詳細はあきらかでないが、竪穴住居跡 であった可能性

が高い。127は 弥生土器甕、128は 土師器甕、129～132は 須恵器である。130は 奈良

第27図TP29出 土 遺物(1/3)

襟 儲土
3.茶 灰褐色土

(砂粒多 く含む)

4.灰 褐色粘質土

5.暗 灰褐色粘質土

6.灰 褐色土

7.暗 黄褐色土

第28図TP30(1/60) 第29図TP30出 土遺物(1/3)
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時代、132は 須 恵器終末期 の9c半 ば以降の ものである。 なお、図示で きなか ったが、 白磁 ・青

磁小片 も1点 ずつ出土 している。

TP32はTP31の 南 西方 向にやや高 くなった田に設定 した。遺構は発見 してい ない。遺物 は

須 恵器 のほか近世以降の陶磁 器が少量 出土 した。

TP33はTP30の 北東側 、ほぼ同 じ高 さあた りに設定 した。第:8層 下面で柱 穴状遺構 を6穴

検出 した。一部 に切 り合いが見 られ ることか ら2時 期 にまたがる遺跡であ ろう。第4層 までの とこ

ろで134～139が 出土 し、第8層 までの ところで133が 出土 した。133～137は 須恵器、

138は 土 師器、139は 中世瓦質土器揺 り鉢であ る。なお、高」不136・137は 胎土 ・焼成 の

違いか ら、同一個体 とは考 えられ ない。

TP34はTP33の 西方向 にやや高 くなった田に設定 した。第5層 下面で柱穴 状遺構 を5穴 検

出 した。一部 に切 り合いが見 られ るこ とか ら2時 期 にまたがる遺跡 であ ろう。調査 区隅 に暗渠が あ

ったため、層位 的 な遺物 の取 り上 げがで きなかった。140～150は 須 恵器、151は 土師質土

器、152・153は 青磁 である。底部調整 は148が 静止 糸切 り、149が 回転 糸切 りであ る・

1.耕 作土

2.灰 褐色土

3.黒 褐色粘質土

4.灰 色砂質土

5.暗 赤褐色砂質土(礫 を含む)

6.暗 灰色砂質土

7.暗 灰色粘質土

8.暗 灰褐色土(や や砂質)

9.灰 色砂質土

10.茶 褐色砂質土

11.褐 色粘質土

第30図TP31(1/60)

第31図TP31出 土 遺 物(127・128.130～132:1/3,1291/4)
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149は 須 恵器 終末期の もので蓋 のない形態 の もの

で あろう。

TP35はTP34と 同 じ田の北側 に設定 した。

第3層 下面で遺構 の可能性 のある不定形 な落 ち込み

を確認 したが、部分 的な発掘 に とどめた ため詳細 は

あ きらかでない。第1層 よ り162・168、 第3

層 上部 よ り159・160、 中部 より166・16

7、 下部 よ り155・157・158・161・1

64、 第4層 付 近 よ り154・156・163・1

65が 出土 した。154～163は 須恵器、164

は土 師器、165は 土師質土器、166・167は

瓦 質土・器、168は 白磁皿の 口縁である。154は

古墳 時代後期 に さかのぼる もので、 これ までの調査

で はあ ま り出土 していなかったものである。

TP36は176.00m付 近の畑 に設定 した。

東方向か らの段状 の地形縁辺部 にあた る。耕作 土下

面 よ り明褐色砂 質土の厚 い堆積が は じま り、明瞭な

遺構は 確認で きなか った。遺物 は須恵器のほか近世

以 降の陶磁 器が少量出土 した。

TP37はTP36の 西方向にやや高 くなった田

に設定 した。遺構埋 め土 と遺構面 をなす基盤土 はあ

ま り明瞭 な差 ではなかったが、第8層 下面で柱穴状

遺構3穴 を確認 した。遺構は切 り合 っていない もの

の、土色差 か ら2時 期 に分 けられる可能性が ある。

第4・7層 付 近 よ り171～174・176・17

7・179・180が 、第8層 付近 よ り169・1

70・175・178が 出土 した。169～176

は須恵器、177は 赤色顔料 の塗 られた土 師器蓋端

部、178～180は 土師器甕であ る。172の 底

部 は静止糸切 りの ちナデ調整 をお こなっている・

TP38は182.20m付 近 の畑 に設定 した。

一19一

1.耕 作 土8.暗 灰 褐 色 土

2.床 土(炭 を含 む)

3.旧 耕 作 土9.暗 黄 褐 色 土

4.旧 床 土10.8層 と12層 の混 層

5.旧 々耕 作土ll.灰 褐 色 土

6.旧 々床 土12.暗 黄 褐 色 土'

7.黒 褐 色 土

第32図TP33(1/60)

第33図TP33出 土遺物(1/3)



平坦面造成 の際の盛 り土 のあ とを確認で きたが、 明瞭 な遺構 はなか った。少量 の須恵器 の ほか、近

世以降の陶磁器 が主に出土 した。床 土 までの ところで181が 、第3層 暗灰褐色 土上半 で182・

183が 出土 した。181・182は 須恵器 、183は 瓦質土器 である。

TP39はTP38の 北方向、一段 高 くなった畑 に設定 した。TP38と 同様 に、平坦面造成の

1.耕 作土

2.床 土

3.客 土

4.灰 褐色土

5.暗 灰色土

(礫 を含む)

6.淡 灰褐色粘 質土

7.耕 作土混 じ り土

8.黄 褐色土

第34図TP34(1/60)

際の盛土のあとを確認でき

たが、明瞭な遺構はなかっ

た。遺物は近世以降の陶磁

器が主に出土 した。

TP40はTP39の 南

西側、ほぼ同じ高 さの田に

設定 した。床土下面で炭の

広がり、及び多 くの遺構ら

しき土色の差 を確認 した。

遺物は近世以降の陶磁器が

主に出土 した。耕作土 まで

のところで184が 、それ

以下のところで185が 出

土 した。184は 土 師質の

口縁部、185は 壁土 と考

え られる土塊 である。

第35図TP34出 土 遺物(1/3)
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TP41は183.10

m付 近 の田 に設定 した。第

5層 明褐色 土 まで発掘 した

が、明瞭 な遺構 はなかった。

遺物 は図示 した もののほか

近世以 降の 陶磁 器が少量 出

土 した。床 土 までの ところ

で186が 、 第3層 灰褐色

土上部で187が 出土 した。

186は 土 師質の鍋 の足端

部、187は 青磁 で同安窯



系の ものであ る。

TP42はTP41の 西方

向、3段 高 くなった田に設定

した。第4層 暗褐色土下面 に"

凹凸が あったが、 明瞭 な遺構

とは判断 で きなかった。遺物

は近世以 降の陶磁器 な どが少

量 出土 した。

TP43は185.70m

付 近の田に設定 した。地表下

約1.5mま で発掘 したが、

遺構 は発見 してい ない。遺物

は須 恵器 ・近世 以降の陶磁器

などが少量 出土 した。188

は第3層 灰褐色 土か ら出土 し

た瓦質製の火鉢 と考 えられ

る。

TP44はTP43と 同 じ

田の南西側 に設定 した。地表

下約0.8mま で発掘 したが、

遺構 は発見 してい ない。遺物

はほ とんど出土 してい ない。

TP45はTP42の 西方

向、186.50m付 近の田

に設定 した。第4層 暗灰褐色

土下面 に遺構 とみ られ る落ち

込 みを確認 したが、未発掘 の

ため詳細 は不 明で ある。遺物

は土 師質土器片 のほか近世以

降の陶磁器 な どが 出土 した。

1.耕 作土

2.床 土

3.灰 褐色土

4.暗 褐色土

(非常によくしまる)

5.暗 褐色土

(7層 が混入)・

6.黄 褐色粘質土

(4層 が混入)

7.黄 褐色粘質土

第36図TP35(1/60)

第37図TP35出 土 遺物(1/3)
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耕作土 中よ り190が 、第3層 暗茶褐色土 中 より189が 出土 した。189は 土師 質の口縁 部、1

90は 玉縁 口縁の 白磁で ある。

TP46はTP45の 西方向、3段 高 くなった田に設定 した。第4層 下面で柱穴状遺構 を5穴 検

出 した。遺物 は土 師質の ものを中心 に、須恵器 ・近世以降の陶磁 器な ども少量出土 した。第4層 付

近 よ り192・193、 第4～6層 付 近 よ り191が 出土 した。191～193は いず れ も土師質

1.耕 作土

2.床 土

3.灰 褐色土

4.灰 褐色土(3層 よりやや暗い)

5.暗 灰褐色土

6.淡 灰褐色土

7.暗 灰褐色土

8.暗 灰褐色土(7層 よ りやや暗い)

9.暗 灰褐色土(濁 黄灰色土が混入)

第38図TP37(1/60)

第39図TP37出 土 遺物(1/3)

22



の もので、191は 風化 が

著 しい縄文土器 の深 鉢 らし

きもの、192は 鍋 の体 部

下半、193は 圷 底部であ

る。

TP47はTP46の 西

方向、2段 高 くなった田に

設定 した。地表下 約1.1

mま で発掘 したが、遺構 は

発見 してい ない。遺物 は土

師質土器片、近世以降の陶

磁器 な どが少量出土 した。

第4層 灰褐色土付近 より1

94、 第5層 暗灰褐色土付

近 よ り195が 出土 した。

194は 土師質の圷、19

5は 青磁であ る。

TP48はTP47の 北

方向にやや高 くなった田 に

設定 した。涌水が顕著 にみ

られた。地表下約0.7m

まで発掘 したが、遺構 は発

見 していない。遺物 は須恵

・器、近世以降の陶磁 器が少

量 出土 した。第3層 灰褐色

粘 質土3第4層 暗灰褐色 粘

質土付近 よ り197、 排土

中 よ り196が 出土 した。

196は 須恵器、197は

新寛永通寳 である。

TP49はTP46の 西

第40図TP38出 土遺 物(1/3)

第41図TP40(1/60)

1.耕 作 土

2.床 土

3.暗 褐 色土

4.炭

5.淡 灰 褐色 土

6.黄 褐 色土

(地 山)

第42図TP40出 土遺物(1/3)

第43図TP41出 土遺 物(1/3)
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第44図TP43出 土遺物(1/3)

第45図TP45出 土遺 物(1/3)

第46図TP46(1/60)

1.耕 作土

2.床 土

3.淡 灰褐色土

4.灰 褐色土

5.暗 灰褐色土

(礫多 く含む)

6.暗 褐色土

7.淡 褐色土

第47図TP46出 土 遺物(1/3)

第48図TP47出 土遺物(1/3)
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方向、堤 の土手 の下 に設定 した。地表 下約

0.7mま で発掘 したが、遺構 は発見 し

ていない。遺物 は須恵器、近世以 降の陶

磁器が少量出土 した。

TP50はTP49の 南東側、やや低

くなった田 に設定 した。 地表下約1.5

mま で発掘 したが、遺構 は発見 してい な

い。遺物 は土 師質土器片 の ほか陶磁 器が

少量出土 した。第3層 淡灰褐色土 ・第4

層灰褐色土付近 よ り198白 磁 が出土 し

た。

TP51はTP50の 南東側、や や低

くなった田に設定 した。第7層 茶褐色土

上面で部分的 な落ち込み を確認 したが、

明瞭な遺構であ るとは判 断で きなか っ

た。遺物 は土師質土器片 の ほか近世 以降

の陶磁器が少量 出土 した 。

TP52はTP51の 北東方 向、2段

低 くなった田に設定 した。調査 区壁面 の

観察 によ り、第3層 下面 に柱穴状遺構1

穴 を確認 した。遺物は土 師質の ものが主

に出土 した。耕作土 よ り207・210、

床土 より201～203・208、 第3

層上半 よ り200・204・206、 下

半 より205・209、 排土 中 より19



9が 出土 した。199～2

05は 厚手 の底 をもつ土 師

質圷、206は 土 師質口縁

部、207・208は 瓦 質

土器、209は 白磁 で12

C以 降の もの、210は 同

安窯系の青磁 皿で13C以

降の ものであろ う。

TP53はTP52の 東

方向、1段 低 くな った田に

設定 した。地表下 約0.7

mま で発掘 したが、明瞭 な

遺構iは発見 してい ない。遺

物 は土師質土器片 のほか近

世以降の陶磁器 が少量 出土

した。床土 ～第4層 灰褐色

土付 近 よ り215・216

が、第5層 暗灰褐色土付近

よ り211～214が 出土

した。211～214は 土

師質の もの、215・21

6は 鉄製 品である。

TP54は195.00

m付 近、堤の土手 の下の田

に設定 した。地表下約0.

8mま で発掘 したが、明瞭

な遺構 は発見 して いない。

遺物 は床土 までの ところで

近世以降の陶磁 器が1点 出

土 したのみである。

TP55はTP54の 東

第49図TP48出 土遺 物(1/3)

第50図TP50出 土 遺物(1/3)

第51図TP52(1/60)

1.耕 作土

2.床 土

3.灰 褐色土

4.淡 灰褐色土

5.褐 色土

6.淡 褐色土

7.暗 褐色土

8.黒 褐色土

9.黄 灰褐色土

第52図TP52出 土遺 物(1/3)

一25一



第53図TP53出 土 遺物(1/3)

1.耕 作土

2.床 土

3.暗 灰褐色土

4.明 褐色砂礫

5.暗 褐色砂礫

6.淡 黄灰色砂礫

第54図TP55(1/60)

1.耕 作 土

2.床 土

3.黄 灰 褐 色土

4.灰 褐 色土

5.暗 褐 色土

6.明 褐 色土

第55図TP57(1/60)

方向の田、西方向からのびる段状地形の縁

辺部に設定 した。調査区壁面で確認 したも

のも含め、皿状 に落ち込んだ遺構を3基 確

認 した。遺構埋 め土は第3層 である。遺物

は床土までのところで近世以降の陶磁器が

主に出土 した。

TP56はTP54の 南側、堤の土手直

下の田に設定した。地表下約0.8mま で

発掘 したが、明瞭な遺構は発見 していない。

遺物は床土までのところで近世以降の陶磁

器が主に出土 した。

TP57はTP56の 東方向、3段 低 く

なった田に設定 した。第4層 下面で、南北

に並行 してのびる溝状遺構2条 を検出した。

遺物は床土 までのところで近世以降の陶磁

器が主に出土 し、溝の検出面で不明鉄製品

が出土した。

T:P58は193.90m付 近 の田 に設

定 した。町倒 し以前 の古い水 田の畦畔 が見

つかったのみで、それ以前の遺構 は発見 し

ていない。 この場所 に残 され た古い水 田の

畦畔 は、石垣 ではな く木で土止め をお こな

っていた。雑木 を横 に置 き、前面 を木杭 で

一26一



止め、背面のすきまには人頭

くらいの石をところどころに

詰めていた。木杭の接する部

分には横木にえぐりが入れ ら

れていた。遺物は近世以降の

陶磁器が主に出土 した。

TP59はTP58の 東方

向、1段 低 くなった田に設定

した。地表下約0.7mま で

発掘 したが、遺構は発見 して

いない。遺物 は近世以降の陶

磁器が主に出土 した。217

は床土までの所で出土 した細

線蓮弁のある青磁片で15C

末以降のものである。

TP60はTP59の 北東

方向、3段 低 くなった田に設

定 した。地表下約1.1mま

で発掘 したが、遺構 は発見 し

てい ない。遺物 は近世以 降の

陶磁器が少量 出土 した。

TP61は191.70m

付近 の田 に設定 した。床土以

下、砂礫 ・地山層 とな り、遺

構 は発見 してい ない。遺物 は

近世以降の陶磁器が少量出土

した。

TP62は 永谷川の河岸段

丘縁辺部の189.10m付

近の田に設定 した。第3層 灰

褐色 土下面 に部分 的な凹凸が

第56図 〒P58(1/60)

第57図TP59出 土 遺物(1/3)

第58図TP63出 土遺 物(1/3)

第59図TP64(1/60)

1.耕 作土

2.床 土

3.灰 褐色土

4.旧 耕作土

5.旧 床土

6.暗 褐色土

7.暗 黄褐色砂礫

8.暗 褐色土

9.暗 灰褐色土

1.耕 作土

2.床 土

3.灰 褐色土

4.暗 灰褐色土

5.茶 灰褐色土

6.黄 褐色土

7.暗 黄褐色土

8.暗 褐色土

(下半は黒褐色土)

9.褐 色土

10.淡 褐色砂礫

11.赤 褐色砂礫

第60図TP64出 土遺 物(1/3)
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1.耕 作土

2.床 土

3.灰 褐色土

4.黄 褐色土

5.淡 茶灰色土(上 半)

黒褐色土(下 半)

6.暗 黄褐色砂礫

7.黒 褐色土(上 半)

茶灰色土(下 半)

8.褐 色土

第61図TP65(1/60)

第62図TP65出 土 遺 物(1/3)

第63図 表採遺物(1/3)
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み られたが、明瞭な遺構であると

は判断で きなかった。遺物は近世

以降の陶磁器が主に出土 した。

TP63はTP51の 東方向、

1段 低 くなった田に設定 した。第

3層 灰褐色土下面に部分的な落ち

込みがみられたが、明瞭な遺構iで

あるとは判断で きなかった。遺物

は土師質土器、須恵器、近世以降

の陶磁器が少量 出土 した。第3層

灰褐色土より218・219が 出

土 した。218は 須恵器蓋、21

9は 土師質の口縁部である。

TP64は194.40m付 近

の田に設定 した。調査区壁面で第

3層 及び第4層 の柱穴状の落ち込

みを確認 した。遺物は近世以降の

陶磁器が主に出土 しているが、弥

生土器あるいは土師器 とみられる

破片 も少量出土 している。220

は第3～4層 付近から出土 した、

弥生土器あるいは土師器とみられ

る口縁部である。

TP65はTP64の 西方 向、

197.30m付 近 の畑 に設定 し

た。今 回の試掘調杢 地の 中では最

高所 にあたる。第:3層 が土坑状 に

落 ち込 んでいる ことを確認 した。

遺構 内遺物が ない ことか ら、 この

遺構 の詳細 は不 明で ある。TP6

5か らは近世以 降の陶磁 器が主に



出土 してい る。床土か ら222が 、第3層 か ら221が 出土 した。221は 内外面 に条痕文のあ る

縄文土器片、222は 石製品で硯 の一部 と思 われ る。

第61図 には今回の調査 で表採 した もの、あるい は整理中 に出土地 点が不 明瞭 に なって しまった

ものを掲載 した。223は 縄 文土器 、224は 玉縁 口縁の 白磁 、225・226は 青磁 口縁 部であ

る。

第1表1994年 度高田地区試掘調査地一覧表

TP 所 在 地 字 名 TP 所 在 地 字 名 TP 所 在 地 字 名

1 大字高峯382 ドヨブツ 23 大字高峯382 ドヨブ ツ 45 大字高峯280 天皇溢

2 // 〃 24 220-1 家之廻 り 46 // 〃

3 // 〃 25 265 四方薮 47 ii 〃

4 359 堅畑 26 227 込泥 48 279 〃

5 381 千代留尻 27 226 竹添 49 a 〃

6 ii 〃 28 ii 〃 50 316 〃

7 376-3 七百田 29 227 込泥 51 it 〃

8 375 千代留 30 226 竹添 52 281 〃

9 361 ニ ドヲサ 31 // 〃 53 // 〃

10 264-1 四方薮 32 ii 〃 54 303 天皇原

11 265 〃 33 217 前田 55 294 Ij

12 262 河原畠 34 or 〃 56 302 〃

13 260 〃 35 ii 〃 57 295 〃

14 252 〃 36 201 鴻寄 58 347-1 永谷尻 .

15 257-2 〃 37 199-1 家ノ下モ 59 349 溢 田

16 358-3 〃 38 220-5 家之廻 り 60 ii ク

17 382 ドヨブツ 39 // 〃 61 // 〃

18 236 河原畠 40 // 〃 62 353-2 下河原

19 265 四方薮 41 273-2 裏門 63 293 天皇原

20 356 本門口 42 273一内2 〃 64 400-1 家ノ背戸

21 359 堅畑 43 275 峠門 65 406-1 家ノ前

22 381 千代留尻 44 // 〃
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V.小 結

今回の試掘調査では、高田地区北半の遺跡の分布状況を概ね把握することができた。縄文～古:墳

時代の遺跡は、TP64・65周 辺で遺物が若干出土 したものの、今回の調査範囲ではほとんど確

認 していない。このことは、高田地区南半で多 くの遺物が出土 した状況 と対照的であ り、縄文～古

墳時代の遺跡は高田遺跡南半を中心に分布 しているものと考えられる。

奈良～平安期の遺跡はTP26～37周 辺に集中して確認でき、1991年 度試掘調査および1

992年 度本調査T・U・V区 で確認 した同時代の遺跡がかなり広大な範囲に広がっていることが

明らかとなった。このうち、遺構の確認できたところはTP30以 北の台地状地形の部分であ り、

やや谷地形 となるTP27・28付 近では木製遺物を含む包含層が存在 していた。また、TP1で

は奈良～平安期の木製溜桝状遺構を確認 し、TP17で は木製杭を検出していることか ら、TP1

～17周 辺'には同時期の灌概施設が存在 している可能性がある。なお、TP35で は古墳時代後期

にさかのぼる須恵器片が出土 しており、奈良～平安期の集落の先駆けとなる遺跡の存在を示す もの

として注目される。

中 ・近世の遺構 ・遺物は内容に粗密はあるものの、全域で散在的に確認できた。確実に中世期の

遺構であることが確認できたのは、TP9・16・46・52の みであり、他のTPは 他時期の遺

構 との判別がつけられなかったものや、流れ込み遺物 と考えられるものである。TP9・16は 相

互に離れた場所にもかかわらす、砂礫層上面に中世期の遺物包含層 ・焼土が存在するという共通性、

があり注目される。TP46・52で は中世前半期の遺物 を主に伴った柱穴を検出 してお り、同時

期の遺跡が周辺に存在 しているものと推定される。TP1・23で は平安期以降の貿易陶磁器が多

く出土 し、西上方の字 「本門」方面からの流れ込みと考えられる。TP7・22で も平安期以降の

貿易陶磁器が多 く出土 してお り、TP22の 床土下面で確認 した柱穴状遺構に伴う遺物 とするか、

単なる流れ込み遺物 とするか、今回の調査では判断できなかった。TP27・28で も、平安期以

降の貿易陶磁器が多 く出土 しており、西上方の字 「裏門」方面からの流れ込みを想定できる。

なお、遺物の出土量が少ないため、時代推定の難 しかった場所はTP40・55・57で ある。

TP40で は柱穴状遺構i、炭の堆積 を確認 してお り、「家之廻 り」という字名からも注意が必要で

あろう。TP55で は浅い皿状の土坑、TP57で は並行する2条 の溝状遺構を検出 した。これら

は字 「天皇原」 と呼ばれる眺望良好な高台に当たり、遺構の時期決定 と性格解明が今後の課題であ

る。

(参考文献)

沖本常吉編1970『 津和野町史』第1巻
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図版1

TP1

上層遺構面

(北より)

TP1

下層遺構面

(北より)

TP15



図版2

TP16

遺構検 出状況

(南より)

TP17

(北 東 よ り)

TP27

(北 東 よ り)



図版3

TP34

遺構検出状況

(南東 より)

TP35

遺構検出状況

(北よ り)

TP40

遺構検 出状況

(北西よ り)



図版4

TP46

遺構検 出状況

(東より)

TP55

遺構検 出状況

(南東よ り)

TP57

遺構検 出状況

(北より)



図版5

須 恵 器 壺 須 恵 器

縄 文 ・土師器 等 中世瓦質 ・土師質土器

貿 易 陶 磁 器 鉄 製品 ・石 製品



図版6

TP1出 土木製品

TP1出 土木製品

TP27出 土木製品

TP1出 土木製品

TP27出 土木製品

TP28出 土漆器
TP27出 土木製品
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